
 

 

 

牟礼村・三水村合併協議会 

 

第２回会議資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 日  平成１６年８月２５日（水） 

       会 場  飯綱福祉センター 

 



第２回牟礼村・三水村合併協議会 次第 

 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 協議事項 

 議案第12号 議会の議員の定数及び任期の取扱いについて………………………………… １頁 

 議案第13号 農業委員会の委員の定数及び任期の取扱いについて………………………… ６頁 

４  提案事項 

 議案第14号 地方税の取扱いについて…………………………………………………………１２頁 

 議案第15号 一般職の職員の身分の取扱いについて…………………………………………１８頁 

 議案第16号 地域審議会の取扱いについて……………………………………………………２２頁 

 議案第17号 条例、規則等の取扱いについて…………………………………………………２６頁 

 議案第18号 字の区域及び名称の取扱いについて……………………………………………３３頁 

 議案第19号 慣行の取り扱いについて…………………………………………………………３５頁 

５ その他 

 (1) 今後の予定について 

 (2) その他 

６ 長野地方事務所長あいさつ 

７ 閉 会 



 

議案第 12 号 

 

 

議会の議員の定数及び任期の取扱いについて 

 

 

  議会の議員の定数及び任期の取扱いについて、次のとおりとする。 

 

 

平成 16 年 8 月 25 日提出 

 

 

       牟礼村・三水村合併協議会会長  遠  山  秀  吉 

 

 

議会の議員の定数及び任期の取扱い 

 

  牟礼村及び三水村議会へ意見を求め、協議会において決定する。 
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い
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す
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に
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。

 
合
併
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係
市
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。
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。

 

２
  
任
期

 
設
置
選
挙
の
日
か
ら

4
年

 
（
地
方
自
治
法
第

93
条
第

1
項
）

 
設
置
選
挙
の
日
か
ら

4
年

 
（
地
方
自
治
法
第

93
条
第

1
項
）

 
合
併
後

2
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
協
議
で

定
め
る
期
間

 

３
  
定
数

 

地
方
自
治
法
第

91
条
第

2
項
に
基
づ
く
合

併
市
町
村
の
人
口
（
地
方
自
治
法
第

25
4

条
）
区
分
ご
と
の
上
限
数
の
範
囲
内
で
条

例
で
定
め
る
。
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条
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口
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以
上

2
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満
の
町
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22

人
 

 ※
人
口
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報
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。
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。
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牟礼村・三水村合併協議会 
（参考資料） 

議会議員の定数及び任期等に関する法令（抜粋） 

 
地方自治法（昭和 22 年  法律第 67 号） 

（市町村議会の議員の定数） 
第 91条  市町村議会の議員の定数は、条例で定める。 
２  市町村の市町村議会の議員の定数は、次の各号に掲げる市町村の区分に応じ、当該各号
に定める数を超えない範囲内で定めなければならない。 
（４）人口 1万人以上 2万人未満  22人 

（第 1号から第 3号及び第 5号から第 11号は記載省略） 

（任期） 
第 93条  普通地方公共団体の議会の議員の任期は、4年とする。 

（人口の定義） 
第 254 条  この法律における人口は、官報で公示された最近の国勢調査又はこれに準ずる全
国的な人口調査の結果による。 

 
市町村の合併の特例に関する法律（昭和 40 年  法律第 6号） 

（議会の議員の定数に関する特例） 
第 6条  新たに設置された合併市町村にあっては、地方自治法第 91条第 2項の規定にかかわ
らず、合併関係市町村の協議により、市町村の合併後最初に行われる選挙により選出され

る議会の議員の任期に相当する期間に限り、同項に規定する数の 2 倍に相当する数を超え
ない範囲でその議会の議員の定数を増加することができる。ただし、議員がすべていなく

なったときは、その定数は、同条の規定による定数に復帰するものとする。 

（議会の議員の在任に関する特例） 
第 7 条  市町村の合併に際し、合併関係市町村の議会の議員で当該合併市町村の議会の議員
の被選挙権を有することとなるものは、合併関係市町村の協議により、次に掲げる期間に

限り、引き続き合併市町村の議会の議員として在任することができる。この場合において、

市町村の合併の際に当該合併市町村の議会の議員である者の数が地方自治法第 91条の規定
による定数を超えるときは、同条の規定にかかわらず、当該数をもつて当該合併市町村の

議会の議員の定数とし、議員に欠員が生じ、又は議員がすべてなくなったときは、これに

応じて、その定数は、同条の規定による定数に至るまで減少するものとする。ただし、第 3

項において準用する前条第５項の規定により編入合併特例定数をもってその議会の議員の

定数とする場合において議員がすべてなくなったときは、この限りでない。 
（１） 新たに設置された合併市町村にあっては、市町村の合併後 2年を超えない範囲で当該    

協議で定める期間 

（議会の議員の退職年金に関する特例） 

第 7条の 2 市町村の合併の日の前日において合併関係市町村（当該市町村の合併が、市町村
の区域の全部又は一部の編入を伴うものであつた場合においては、当該市町村の合併によ

り編入受れた区域が当該市町村の合併前に属していた合併関係市町村に限る。）の議会の

議員であつた者（同日において当該合併市町村の区域に住所を有していた者に限る。）の

うち、当該市町村の合併がなかったものとした場合における当該合併関係市町村の議会の
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牟礼村・三水村合併協議会 
議員の任期が満了すべき日（以下この項において「任期が満了すべき日」という。）前に

退職し、かつ、その在職期間が 12年未満である者で、当該在職期間と当該退職した日の翌
日から任期が満了すべき日までの期間とを合算した期間が 12年以上であるものは、地方公
務員等共済組合法（昭和 37年法律第 152号）第 161条第１項の規定の適用については、在
職期間が 12年以上である者であるものとみなす。 

2 前項の規定の適用を受ける者に対する地方公務員等共済組合法第 161条第２項の規定の適
用については、次の表の上欄に掲げる者の区分に応じ、同項中「150分の 50」とあるのは、
同表の下欄に掲げる割合に読み替えるものとする。 
在職期間が 8年以上 9年未満の者 150分の 33 
在職期間が 9年以上 10年未満の者 150分の 37 
在職期間が 10年以上 11年未満の者 150分の 41 
在職期間が 11年以上 12年未満の者 150分の 45 
 

地方公務員等共済組合法（昭和 37 年  法律第 152 号） 

（退職年金） 

第 161条 退職年金は、地方議会議員が在職 12年以上で退職したときに、その者に給するも
のとする。 

2 退職年金の年額は、在職期間 12年以上 13年未満につき、標準報酬年額（退職の日の属す
る月以前の地方議会議員であった期間１年間における掛金の標準となった標準報酬月額

（第 166条に規定する標準報酬月額をいう。第 162条第２項において同じ。）の総額をい
う。以下この条において同じ。）の 150分の 50に相当する金額とし、12年以上１年を増す
ごとに、その１年につき、標準報酬年額の 150分の１に相当する金額を加算した金額とす
る。 

3 在職期間 50年をこえる者に給すべき退職年金の年額は、在職期間 50年として計算する。 
4 退職一時金の支給を受けた者でその後再び地方議会議員となったものに退職年金を給す
る場合には、退職年金の年額は、前２項及び次条の規定により算定した金額から当該退職

一時金の基礎となった在職期間の年数（１年未満の端数があるときは、これを切り捨てた

年数）１年につき標準報酬年額の 100分の 1.4に相当する金額を控除した金額とする。 
 

公職選挙法（昭和 25 年  法律第 100 号） 

（選挙の単位） 
第 12条  （第 1項から第 3項は記載省略） 
4  市町村の議会の議員は、選挙区がある場合にあっては、各選挙区において、選挙区がない
場合にあってはその市町村の区域において、選挙する。 

（地方公共団体の議会の議員の選挙区） 
第 15条  （第 1項から第 5項、第 7項、第 9項は記載省略） 
6 市町村は、特に必要があるときは、その議会の議員の選挙につき、条例で選挙区を設ける
ことができる。但し、地方自治法第 252条の 19第１項の指定都市（以下「指定都市」とい
う。）については、区の区域をもつて選挙区とする。 

8 各選挙区において選挙すべき地方公共団体の議会の議員の数は、人口に比例して、条例で
定めなければならない。ただし、特別の事情があるときは、おおむね人口を基準とし、地

域間の均衡を考慮して定めることができる。 

（一般選挙、長の任期満了に因る選挙及び設置選挙） 
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牟礼村・三水村合併協議会 
第 33条  （第 1項、第 2項、第 4項、第 5項は記載省略） 
3 市町村の設置に因る議会の議員の一般選挙及び長の選挙は、地方自治法第 7条第 6項の告
示による当該市町村の設置の日から 50日以内に行う。 

 
公職選挙法施行令（昭和 25 年  政令第 89 号） 

（人口に比例しない議員の定数） 
第 9 条  市町村の配置分合又は境界変更があった場合においては、関係区域を区域とする選
挙区又は関係区域を編入した選挙区において選挙すべき当該市町村の議会の議員の定数は、

人口に比例しないで定めることができる。 
 
 
 

議員定数等調べ 

 

市町村名 
人口（人） 

（H12.10.1 国勢調査） 
法定上限数（人） 条例定数（人） 

議員 1 人当たりの

住民数（人） 

牟礼村 ７，５３６ １８ １６ ４１９

三水村 ５，５２６ １８ １６ ３０７

新町村 １３，０６２ ２２  
   
信濃町 １０，３９１ ２２ １８ ５７７

豊野町 １０，００５ ２２ １８ ５５６

小布施町 １１，４６０ ２２ １８ ６３７

山ノ内町 １５，９００ ２２ ２０ ７９５

坂城町 １６，８３０ ２２ １８ ９３５

臼田町 １５，９６２ ２２ １８ ８８７

軽井沢町 １６，１８１ ２２ ２０ ８０９

御代田町 １３，４１２ ２２ １８ ７４５

真田町 １１，４５３ ２２ １８ ６３６

富士見町 １５，３９２ ２２ １８ ８５５

南箕輪村 １３，４０４ ２２ １６ ８３８

松川町 １４，０７０ ２２ １８ ７８２

高森町 １２，５２８ ２２ １８ ６９６

波田町 １４，４３２ ２２ １８ ８０２

（資料：平成 14年度版 長野県市町村ハンドブック） 
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議案第 13 号 

 

 

農業委員会の委員の定数及び任期の取扱いについて 

 

 

  農業委員会の委員の定数及び任期の取扱いについて、次のとおりとする。 

 

 

平成 16 年 8 月 25 日提出 

 

 

       牟礼村・三水村合併協議会会長  遠  山  秀  吉 

 

 

農業委員会の委員の定数及び任期の取扱い 

 

  牟礼村及び三水村農業委員会へ意見を求め、協議会において決定する。 
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平
成

  
 年

  
 月

  
 日

 

協
議
項
目

 
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い

 
関

係
項

目
 

担
当
部
会
名
等

 
合
併
協
議
会
事
務
局

 

事
前
協
議
結
果

 
法
定
合
併
協
議
会
に
お
い
て
協
議
す
る
。

 
協

議
結

果
 

１
  
現
在
の
地
域
の
面
積
、
区
域
内
の
農
地
面
積
及
び
農
家
戸
数

 
区

  
  

 分
 

牟
礼
村

 
三
水
村

 
合
計

 
両
村
の
区
域
の
面
積

 
３
９
８
５
ｈ
ａ

 
３
５
４
６
ｈ
ａ

 
７
５
３
１
ｈ
ａ

 
両
村
の
区
域
内
の
農
地
面
積

 
８
０
５
ｈ
ａ

 
９
７
１
ｈ
ａ

 
１
７
７
６
ｈ
ａ

 
農
家
戸
数

 
７
８
７
戸

 
９
３
１
戸

 
１
７
１
８
戸

 

２
  
現
在
の
農
業
委
員
の
委
員
数
及
び
任
期

 
区
分

 
牟
礼
村

 
三
水
村

 
合
計

 
①
選
挙
に
よ
る
委
員
の

条
例
定
数

 
（
現
委
員
数
）

 

１
５
人

 
（
１
１
人
）

 
１
５
人

 
（
１
５
人
）

 
３
０
人

 
（
２
６
人
）

 

②
選
任
に
よ
る
委
員
の

数
 
（
農
委
法
第

12
条
）

 

（
第
１
号
委
員
）

 
農
業
協
同
組
合
推
薦

  
１
人

 
（
第
２
号
委
員
）

 
議
会
推
薦

  
  

  
  

  
４
人

 

（
第
１
号
委
員
）

 
農
業
協
同
組
合
推
薦

  
１
人

 
（
第
２
号
委
員
）

 
議
会
推
薦

  
  

  
  

  
２
人

 

（
第
１
号
委
員
）

 
農
業
協
同
組
合
推
薦

  
２
人

 
（
第
２
号
委
員
）

 
議
会
推
薦

  
  

  
  

  
６
人

 

（
１
）
委
員
数

 

③
委
員
数
合
計

 
（
現
委
員
数
）

 
１
６
人

 
１
８
人

 
３
４
人

 

（
２
）
任
期

 
 

平
成

15
年

5
月

5
日

 ～
 平
成

18
年

5
月

4
日

 
平
成

14
年

7
月

20
日

 ～
 平
成

17
年

7
月

19
日

 
 

３
  
先
進
事
例

 
合
併
自
治
体

 
市
町
村
名

 
合
併
年
月
日

 
調
整
方
針

 

あ
さ
ぎ
り
町

 
平
成

15
年

4
月

1
日

 
新
町
の
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び
任
期
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
合
併
の
日
か
ら
５
０
日
以
内
に
設
置
選
挙
を
行
う
こ
と
と
し
、
選
挙
委
員
の
定
数
は
２

０
名
と
す
る
。
 

千
曲
市

 
平
成

15
年

9
月

1
日

 
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第

8
条
第

1
項
第

1
号
の
規
定
を
適
用
し
、
平
成

16
年

7
月

19
日
ま
で
引
き
続
き
新
市
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
と
し
て
在
任
す
る
。

 
あ
わ
ら
市

 
平
成

16
年

3
月

1
日

 
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第

8
条
第

1
項
第

1
号
の
規
定
を
適
用
し
、
平
成

16
年

6
月

30
日
ま
で
引
き
続
き
新
市
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
と
し
て
在
任
す
る
。

 

郡
上
市

 
平
成

16
年

3
月

1
日

 
選
挙
に
よ
る
委
員
で
あ
っ
た
者
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第

8
条
第

3
項
の
規
定
を
適
用
し
、
合
併
後

1
年
間
従
前
の
委
員
が
引
き
続
き
新
市
の
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て

在
任
す
る
。

 
東
御
市

 
平
成

16
年

4
月

1
日

 
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第

8
条
第

1
項
の
規
定
を
適
用
し
、
合
併
後

1
年
間
引
き
続
き
新
市
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
と
し
て
在
任
す
る
。

 

久
万
高
原
町

 
平
成

16
年

8
月

1
日

 
農
業
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
統
合
す
る
も
の
と
し
、
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
８
条
第
１
項
第
１
号
の
規
定
を
適
用
し
、
平

成
１
７
年
７
月
１
９
日
ま
で
引
き
続
き
新
町
の
農
業
委
員
の
選
挙
に
よ
る
委
員
と
し
て
在
任
す
る
。

 
ま
た
、
新
町
に
１
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
き
、
２
つ
の
選
挙
区
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
選
挙
委
員
の
定
数
は
２
０
人
と
す
る
。

 

新
上
五
島
町

 
平
成

16
年

8
月

1
日

 
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
は
、
合
併
後
に
調
整
す
る
。

 
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
任
期
は
、
合
併
特
例
法
第
８
条
の
規
定
を
適
用
し
、
平
成
１
７
年
７
月
１
９
日
ま
で
引
き
続
き
新
町
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
と
し
て
在
任
す

る
。
報
酬
の
額
は
、
合
併
ま
で
に
調
整
す
る
。
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牟
礼
村
・
三
水
村
合
併
協
議
会

 

県
内
協
議
会
（
提
案
中
含
む
）

 

木
曽
南
部

 
・
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
は
１
８
人
と
し
、
選
挙
区
は
設
置
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
 
た
だ
し
、
市
町
村
の
合
併
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
現
委
員
に
つ
い
て
は
、
平
成
１

７
年
７
月
１
９
日
ま
で
在
任
す
る
。
 

・
選
任
に
よ
る
委
員
は
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
。
 

佐
久
市
・
臼
田
町
・
浅
科
村
・
望
月
町

 

農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

１
．
新
市
に
１
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
く
。
 

２
．
４
市
町
村
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
８
条
第
１
項
第
１
号
の
規
定
を
適
用
し
、
平
成
１
７
年
５
月
１
９
日
ま
で
、
引
き
続
き
新

市
の
農
業
委
員
と
し
て
在
任
す
る
。
 

３
．
合
併
後
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
は
４
０
名
と
し
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第
１
０
条
の
２
第
２
項
に
規
定
す
る
選
挙
区
を
設
け
る
。
 

信
州
新
町
・
中
条
村
・
小
川
村

 
農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
2
6
年
法
律
第
8
8
号
）
に
基
づ
き
、
合
併
の
日
か
ら
5
0
日
以
内
に
設
置
選
挙
を
行
う
こ
と
と
し
、
選
挙
委
員
の
定
数
は
1
8
名
と
す
る
。
 

中
野
市
・
豊
田
村

 

１
 
新
市
の
区
域
と
し
て
、
１
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
く
。
 

２
 
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
８
条
第
１
項
の
規
定
を
適
用
し
、
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
は
、
農
業
委
員
の
任
期
を
延
長
す
る
。
 

(
1
)
 
選
挙
に
よ
る
委
員
全
員
（
現
員
３
２
人
）
が
、
任
期
を
延
長
す
る
。
 

(
2
)
在
任
期
間
に
つ
い
て
は
、
新
市
発
足
後
、
１
年
間
（
平
成
1
8
 
年
3
 
月
3
1
 
日
ま
で
）
と
す
る
。
 

３
 
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
は
、
合
併
後
の
初
の
農
業
委
員
会
の
委
員
選
挙
（
一
般
選
挙
）
か
ら
２
３
人
と
す
る
。
（
法
定
定
数
３
０
人
）
 

４
 
一
般
選
挙
に
よ
る
委
員
の
選
挙
は
、
新
市
の
区
域
を
分
け
て
、
２
市
村
の
区
域
と
す
る
２
つ
の
選
挙
区
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
 

 ４
  
農
業
委
員
会
の
定
数
及
び
任
期
の
選
択
肢

 
新
設
合
併
（
対
等
合
併
）
 

区
分

 
選
任
方
法

 
定
数

 
任
期

 
根
拠
法
令
等

 
選
任
委
員
の
取
扱
い

 

①
原
則

1 
新
た
に
選
挙
す
る
。

 
政
令
に
定
め
る
基
準
に
従
い
、

条
例
で
定
め
る
数
。

 
3
年

 
農
委
法
第

3
条
第

1
項
、
第

7
条
第

1
項
、
第

15
条
第

1
項

 
新
た
に
選
任
す
る

 

（
1）
合
併
市
町
村
の
区
域
に

1
つ
の
農
業
委
員
会

を
置
く
場
合

 
②
特
例

1 

引
き
続
き
在
任
。
た
だ
し
、
合
併
関

係
市
町
村
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
数

が
右
記
の
定
数
を
超
え
る
と
き
は
、

こ
れ
ら
の
者
で
互
選
す
る
。

 

協
議
に
よ
り

80
を
超
え
ず

10
を
く
だ
ら
な
い
数
。
（
注
１
）

合
併
後

1
年
を
超
え
な
い
範

囲
で
協
議
で
定
め
る
期
間

 

農
委
法
第

3
条
第

1
項
、
合
併

特
例
法
第

8
条

1
項
、
第

2
項

 
新
た
に
選
任
す
る

 

③
原
則

2 
各
委
員
会
ご
と
に
新
た
に
選
挙
す

る
。

 
政
令
に
定
め
る
基
準
に
従
い
、

条
例
で
定
め
る
数
。

 
3
年

 
農
委
法
第

3
条
第

1
項
、
第

7
条
第

1
項
、
第

15
条
第

1
項

 
新
た
に
選
任
す
る

 
（

2-
1）
従
前
の
市
町
村

に
置
か
れ
た
区
域

と
し
な
い
農
業
委

員
会
を
置
く
場
合

 
④
特
例

2 

引
き
続
き
在
任
。
た
だ
し
、
合
併
関

係
市
町
村
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
数

が
右
記
の
定
数
を
超
え
る
と
き
は
、

こ
れ
ら
の
者
で
互
選
す
る
。

 

協
議
に
よ
り

80
を
超
え
ず

10
を
く
だ
ら
な
い
数
。
（
注
１
）

合
併
後

1
年
を
超
え
な
い
範

囲
で
協
議
で
定
め
る
期
間

 
農
委
法
第

3
条
第

2
項
、
合
併

特
例
法
第

8
条
第

3
項

 
新
た
に
選
任
す
る

 

（
参
考
）

 
（

2）
合
併
市
町
村
の
区

域
を
分
け
て

2
つ

以
上
の
農
業
委
員

会
を
置
く
場
合

 
（
新
市
町
村
の
区

域
面

積
が

24
,0

00
ha
を
超
え

る
又
は
農
地
面
積

が
7,

00
0h

aを
超
え

る
場
合
）

 

（
2-

2）
従
前
の
市
町
村

に
置
か
れ
た
区
域

を
区
域
と
す
る
農

業
委
員
会
を
置
く

場
合

 

⑤
特
例

3 
従
前
の
委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ
新
市
町

村
の
委
員
会
と
な
っ
て
存
続
し
、
委

員
は
そ
の
ま
ま
在
任
す
る
。

 
従
前
の
定
数

 
従
前
の
任
期

 
農
委
法
第

3
条
第

2
項
、
第

34
条
第

1
項
（
新
設
合
併
の

場
合
）

 

従
前
の
選
任
に
よ
る
委
員
は
、

そ
れ
ぞ
れ
新
市
町
村
の
委
員

会
の
委
員
と
な
っ
て
存
在
す

る
。

 

（
注

1）
 欠
員
を
生
じ
、
又
は
委
員
が
す
べ
て
い
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
に
応
じ
て
、
そ
の
定
数
は
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第

7
条
の
定
数
に
至
る
ま
で
減
少
す
る
。
（
合
併
特
例
法
第

8
条
第

2
項
）
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牟礼村・三水村合併協議会 
（参考資料） 

農業委員会委員の定数及び任期に関する法令（抜粋） 

 
農業委員会等に関する法律（昭和 26 年  法律第 88 号） 

（設置）  
第 3条  市町村に農業委員会を置く。ただし、その区域内に耕作の目的に供される土地（以
下「農地」という。）のない市町村には、農業委員会を置かない。 

2 その区域が著しく大きい市町村又はその区域内の農地面積が著しく大きい市町村で政令
で定めるものにあっては、市町村長は、当該市町村の区域を 2以上に分けてその各区域に
農業委員会を置くことができる。 

3 前項の規定によりその区域を 2以上に分けてその各区域に農業委員会を置いた市町村にあ
っては、市町村長は、その全部又は一部の農業委員会の区域を変更することができる。 

4 前項に規定する市町村にあっては、市町村長は、その全部又は一部の農業委員会を廃止し
て、その廃止された農業委員会の区域につき廃止された農業委員会の数を超えない数の農

業委員会を置き、又はその廃止された農業委員会の区域を他の農業委員会の区域に含ませ

ることができる。 
5 その区域内の農地面積が著しく小さい市町村で政令で定めるものにあっては、市町村長は、
当該市町村に農業委員会を置かないことができる。 

6 市町村長は、第 2項の場合にあっては各農業委員会の名称及び区域を、第 3項又は第 4項
の場合にあってはその区域に変更があった農業委員会又は新たに設置された農業委員会の

名称及び区域を、前項の場合にあっては農業委員会を置かないこととした旨を公告すると

ともに、都道府県知事にこれを通知しなければならない。 

（選挙による委員）  
第 7条  農業委員会の選挙による委員は、被選挙権を有する者について、選挙権を有する者
が選挙するものとし、その定数は、政令で定める基準に従い、10人から 40人までの間で
条例で定める。 

2 前項の委員の定数の変更は、一般選挙の場合でなければ行うことができない。 

（選任による委員）  
第 12条  市町村長は、選挙による委員のほか、次の各号に掲げる者を委員として選任しな
ければならない。 

1 農林水産省令で定める農業協同組合及び農業共済組合が組合ごとに推薦した理事（経営管
理委員を置く農業協同組合にあっては、理事又は経営管理委員）各 1人 

2 当該市町村の議会が推薦した農業委員会の所掌に属する事項につき学識経験を有する者 5
人以内 

（委員の任期）  
第 15条  選挙による委員の任期は、3年とし、一般選挙の日から起算する。但し、任期満了
による一般選挙が農業委員会の委員の任期満了の日前に行われた場合において、前任の委
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牟礼村・三水村合併協議会 
員が任期満了の日まで在任したときは前任者の任期満了の日の翌日から、選挙の期日後に

前任の委員がすべてなくなったときはそのなくなった日の翌日から、それぞれ起算する。 
2 補欠委員は、前任者の残任期間在任する。 
3 選挙による委員は、前条の規定による解任及び第 19条の規定による解散の場合を除き、
その任期満了後も後任の委員が就任するまでは、なおその職務を行う。 

4 第 12条の規定により選任された委員は、一般選挙により選挙された委員の任期満了の日
（選挙された委員の全員がすべてなくなったときは、そのなくなった日）まで在任する。 

5 第 12条の規定により選任された委員のうち団体の推薦に係るものは、当該委員を推薦し
た団体の理事（経営管理委員を置く農業協同組合にあっては、理事又は経営管理委員）で

なくなったときは、前項の規定にかかわらず、その職を失う。 

（境界の変更の場合の特例）  
第 34 条  市町村の廃置分合が行われる場合において、新たに設置された市町村に置かれる
農業委員会の区域が、従前の市町村に設置された農業委員会の区域をその区域とすること

となるときは、当該農業委員会は、当該市町村の農業委員会となって存続するものとし、

従前の農業委員会の委員及び職員は、引き続きその存続する農業委員会の委員及び職員と

なるものとする。 

農業委員会等に関する法律施行令（昭和 26 年  政令第 78 号） 

（2以上の農業委員会を置くことができる市町村）  
第 1条の 3  法第 3条第 2項 の政令で定める市町村は、その区域の面積が 2万 4千ヘクター
ルを超える市町村又はその区域内の農地面積が 7千ヘクタールを超える市町村とする。 

（農業委員会を置かない市町村）  
第 2条  法第 3条第 5項 の政令で定める市町村は、その区域内の農地面積が北海道にあっ
ては 360ヘクタール、都府県にあっては 90ヘクタールを超えない市町村とする。 

（選挙による委員の定数の基準）  
第 2条の 2  農業委員会の選挙による委員の定数の基準は、次の表の上欄に掲げる区分に応
じ、それぞれ同表の下欄に掲げるとおりとする。 

区     分 定数の基準 
1 （1）その区域内の農地面積が 1300ヘクタール以下の農業委員会 

（2）10アール（北海道にあつては、30アール）以上の農地につき
耕作の業務を営む個人のその区域内における世帯数及びその面

積以上の農地につき耕作の業務を営むその区域内に住所を有す

る農業生産法人（農地法第 2条第 7項に規定する農業生産法人を
いう。以下同じ。）の数の合計数（以下「基準農業者数」という。）

が 1,100以下の農業委員会 

20人以下 

2 1の項及び 3の項に掲げる農業委員会以外の農業委員会 30人以下 
3 その区域内の農地面積が 5,000ヘクタールを超え、かつ、基準農業者

数が 6,000を超える農業委員会 
40人以下 
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牟礼村・三水村合併協議会 
市町村の合併の特例に関する法律（昭和 40 年  法律第 6号） 

（農業委員会の委員の任期等に関する特例）  
第 8条  市町村の合併の際合併関係市町村の農業委員会の選挙による委員で当該合併市町村
の農業委員会の委員の被選挙権を有することとなるものは、合併関係市町村の協議により、

新たに設置された合併市町村にあっては 80を超えず 10を下らない範囲で定めた数、他の
市町村の区域の全部又は一部を編入した合併市町村にあっては 40を超えない範囲で定めた
数の者に限り、次に掲げる期間引き続き合併市町村の農業委員会の選挙による委員として

在任することができる。この場合において、市町村の合併の際に合併関係市町村の農業委

員会の選挙による委員で当該合併市町村の農業委員会の委員の被選挙権を有することとな

るものの数がその定められた数を超えるときは、これらの者の互選により、合併市町村の

農業委員会の選挙による委員として在任する者を定めるものとする。 
（1） 新たに設置された合併市町村にあっては、市町村の合併後 1年を超えない範囲で当該
協議で定める期間 

（2） 他の市町村の区域の全部又は一部を編入した合併市町村にあっては、その編入をする
合併関係市町村の農業委員会の委員の残任期間 

2 前項の場合においては、農業委員会等に関する法律 （昭和 26年法律第 88号）第 7条 の
規定にかかわらず、当該数をもって当該合併市町村の農業委員会の選挙による委員の定数

とし、選挙による委員に欠員を生じ、又はこれらの委員がすべてなくなったときは、これ

に応じて、その定数は、同条 の規定に基づく定数に至るまで減少するものとする。 
3 農業委員会等に関する法律第3条第 2項の規定により合併市町村の区域を2以上に分けて
その各区域に農業委員会を置く場合又は同法第35条第1項 の規定により地方自治法第252

条の 19 第 1 項 の指定都市（以下「指定都市」という。）である合併市町村の区ごとに農

業委員会を置く場合においては、農業委員会等に関する法律第 34 条の規定の適用がある場

合を除いて、前 2項の規定を当該各農業委員会ごとに適用する。この場合においては、他

の市町村の区域の全部又は一部を編入した合併市町村の区域の一部を区域として新たに置

かれる農業委員会に関しては、当該合併市町村は、新たに設置された合併市町村とみなす。 
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議案第 14 号 

 

 

地方税の取扱いについて 

 

 

  地方税の取扱いについて、次のとおりとする。 

 

 

平成 16 年 8 月 25 日提出 

 

 

       牟礼村・三水村合併協議会会長  遠  山  秀  吉 

 

 

地方税の取扱い 

 

  別紙協議調書のとおりとする。 
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4
条
）

 
(1

)原
動
機
付
自
転
車

 
・
総
排
気
量
が

0.
05
㍑
以
下
の
も
の
又
は
定
格
出

力
が

0.
6k

w
以
下
 
 
 
 
 
 
 
 

1,
00

0
円

 
・

2
輪
の
も
の
で
総
排
気
量

0.
05
㍑
を
超

0.
09
㍑

以
下
又
は
定
格
出
力

0.
6k

w
超

0.
8k

w
以
下
 
 

1,
20

0
円

 
・

2
輪
の
も
の
で
総
排
気
量

0.
09
㍑
超
又
は
定
格

出
力

0.
8k

w
超
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,
60

0
円

 
・

3
輪
以
上
の
も
の
で
総
排
気
量

0.
02
㍑
超
又
は

定
格
出
力

0.
25

kw
超
 
 
 
 
 
 

2,
50

0
円

 
(2

)軽
自
動
車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車

 
①
軽
自
動
車

 
・

2
輪
の
も
の
（
側
車
付
の
も
の
を
含
む
。
）

 
2,

40
0
円

 
・

3
輪
の
も
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3,
10

0
円

 
・

4
輪
以
上
の
も
の

 
 
 
 
乗
用
の
も
の

 
 
 
 
 
営
業
用
 
 
 
 
 
 
 
 

5,
50

0
円

 
自
家
用
 
 
 
 
 
 
 
 

7,
20

0
円

 
貨
物
用
の
も
の

 
営
業
用
 
 
 
 
 
 
 
 

3,
00

0
円

 
自
家
用
 
 
 
 
 
 
 
 

4,
00

0
円

 
 
 
 

 専
ら
雪
上
を
走
行
す
る
も
の
 
 

2,
40

0
円

 
 
 
②
小
型
特
殊
自
動
車

 
 
 
・
農
耕
用
の
も
の
 
 
 
 
 
 
 

1,
60

0
円

 
 
 
・
そ
の
他
の
も
の
 
 
 
 
 
 
 

4,
70

0
円

 
(3

)2
輪
の
小
型
自
動
車
 
 

  
 
 

  
4,

00
0
円

 
・
納
期

 
 
 
 

5
月

20
日
か
ら

31
日

 
・
減
免
措
置

 
 
①
公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る
も
の
と
認
め
る
も

の
 

 
②
身
体
障
害
者
・
精
神
障
害
者
が
所
有
す
る
も
の

 
 
③
身
体
障
害
者
・
精
神
障
害
者
の
た
め
の
も
の
で

常
時
介
護
者
が
運
転
す
る
も
の
で
、
村
長
が
認

め
た
も
の

 

・
税
率

 
 
（
同
左
）

 
                          ・
納
期

 
 
 
 

5
月

1
日
か
ら

31
日

 
・
減
免
措
置

 
 
（
同
左
）

 

・
税
率
 
 
現
行
の
と
お
り

 
                           ・
納
期

 
 
 
 

5
月

1
日
か
ら

31
日

 
・
減
免
措
置
 
 
現
行
の
と
お
り

 
 

・
税
率
 
 
現
行
の
と
お
り

 
                           ・
納
期

 
 
 
 

5
月

1
日
か
ら

31
日

 
・
減
免
措
置
 
 
現
行
の
と
お
り
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牟
礼
村
・
三
水
村
合
併
協
議
会

 

現
 
 
況

 
項
 
 
目

 
牟
礼
村

 
三
水
村

 
事
前
協
議
結
果

 
調
整
方
針
（
案
）

 
協
議
結
果

 

 
④
身
体
障
害
者
等
用
の
構
造
を
し
て
い
る
も
の

 
 

た
ば
こ
税

 

・
税
率
（
地
方
税
法
第

46
8
条
）

 
 
 

1,
00

0
本
に
つ
き
2
,
9
7
7
円

 
  

・
税
率

 
 
（
同
左
）

 
現
行
の
と
お
り

 
現
行
の
と
お
り

 

 

入
湯
税

 

・
税
率

 
 
①
宿
泊
入
湯
客
 
 
 
 

1
泊
 
 

15
0
円

 
 
②
日
帰
り
の
入
湯
客
 
 

1
日
 
 

10
0
円

 
・
課
税
免
除

 
 
①
年
齢

12
歳
未
満
の
者

 
 
②
共
同
浴
場
又
は
一
般
公
衆
浴
場
に
入
湯
す
る
者

 
 
③
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
村
等

が
専
ら
近
隣
の
住
民
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
置
し
た
施
設
に
お
け
る
浴
場
に
入

湯
す
る
者

 
  

条
例
な
し

 
 
牟
礼
村
の
例
に
よ
る

 
 
牟
礼
村
の
例
に
よ
る
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議案第 15 号 

 

 

一般職の職員の身分の取扱いについて 

 

 

  一般職の職員の身分の取扱いについて、次のとおりとする。 

 

 

平成 16 年 8 月 25 日提出 

 

 

       牟礼村・三水村合併協議会会長  遠  山  秀  吉 

 

 

一般職の職員の身分の取扱い 

 

  一般職の職員は、市町村の合併の特例に関する法律第 9条の規定により、新町村の職

員として引き継ぐものとする。 

（1） 職員定数については、新町村において定員適正化計画を策定し、定員管理の適正

化を図る。 

（2） 職員の職名、職務については、合併時に統一する。 

（3） 職員の給与については、職員の処遇及び給与の適正化の観点から調整し、統一を

図る。 

  飯綱行政組合の一般職の職員については、飯綱行政組合の取扱いにおいて協議する。 

18



 



牟
礼
村
・
三
水
村
合
併
協
議
会

 

協
 
 
議
 
 
調
 
 
書
 

協
議
項
目

№
 

９
 

提
案

日
 

平
成

16
年

8
月

25
日

 
協

議
日

平
成

  
 年

  
 月

  
 日

 
確

認
日

 
平
成

  
 年

  
 月

  
 日

 

協
議
項
目

 
一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い

 
関

係
項

目
 

担
当
部
会
名
等

 
合
併
協
議
会
事
務
局

 

事
前
協
議
結
果

 

一
般
職
の
職
員
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第

9
条
の
規
定
に
よ
り
、
新

町
村
の
職
員
と
し
て
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

 
（

1）
 
職
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
新
町
村
に
お
い
て
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
定
員

管
理
の
適
正
化
を
図
る
。

 
（

2）
 
職
員
の
職
名
、
職
務
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
統
一
す
る
。

 
（

3）
 
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
処
遇
及
び
給
与
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
調
整

し
、
統
一
を
図
る
。

 
（

4）
 
飯
綱
行
政
組
合
の
一
般
職
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
飯
綱
行
政
組
合
の
取
扱
い
に
お

い
て
協
議
す
る
。

 

協
議

結
果

 

 １
．
職
員
の
定
数
及
び
職
員
数
の
現
況
（
平
成
1
6
年
4
月
1
日
現
在
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(単
位

:人
) 

項
 
 
 
 
 
 
 
 
目

 
牟
 
礼
 
村

 
三
 
水
 
村

 

職
員
定
数
及
び
実
職
員
数

 
条
例
定
数

 
実
職
員
数

 
条
例
定
数

 
実
職
員
数

 

村
長
の
事
務
部
局
の
職
員

(派
遣
職
員
含

) 
７
２

 
６
５

 
６
４

 
５
４

 

議
会
の
事
務
部
局
の
職
員

 
２

 
２

 
１

 
１

 

選
挙
管
理
委
員
会
の
事
務
部
局
の
職
員

 
 （
４
兼
）

  
(４
兼

) 
－

 
(４
兼

) 

監
査
委
員
事
務
部
局
の
職
員

 
 （
２
兼
）

 
(２
兼

) 
－

 
(２
兼

) 

農
業
委
員
会
事
務
部
局
の
職
員

 
２
（
１
兼
）

 
１

(１
兼

) 
３

 
(３
兼

) 

教
育
委
員
会
の
事
務
部
局
の
職
員

(学
校
職
員
含

) 
１
２

 
９

 
１
５

 
１
０

 

企
業
職
員

(上
水
・
下
水
・
国
保
・
介
護
含

) 
３

 
８

 
４

 
９

 

合
  

  
計

 
９
１

 
８
５

 
８
７

 
７
４

 

平
成

16
年

4
月

1
日
地
方
公
共
団
体
定
員
管
理
調
査
等
に
よ
る
。
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牟
礼
村
・
三
水
村
合
併
協
議
会

 
２
．
部
門
別
職
員
の
現
況
（
平
成

16
年

4
月

1
日
現
在
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(単
位

:人
) 

区
 
分

 
牟
礼
村

 
三
水
村

 
計

 

議
 
会

 
２

 
１

 
３

 

総
 
務

 
１
６

 
１
３

 
２
９

 

税
 
務

 
７

 
４

 
１
１

 

民
 
生

 
２
１

 
１
５

 
３
６

 

衛
 
生

 
８

 
４

 
１
２

 

農
 
水

 
９

 
１
３

 
２
２

 

商
 
工

 
２

 
１

 
３

 

土
 
木

 
３

 
３

 
６

 

教
 
育

 
９

 
１
２

 
２
１

 

水
 
道

 
３

 
２

 
５

 

下
水
道

 
３

 
４

 
７

 

そ
の
他
公
営
企
業
等

 
２

 
２

 
４

 

合
計

 
８
５

 
７
４

 
１
５
９

 

 ４
．
職
務
上
の
地
位
別
職
員
数

(一
般
行
政
職
員

) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(単
位

:人
) 

牟
礼
村

 
三
水
村

 
合
計

 
 

職
員
数

 
う
ち
女
性
職
員

 
職
員
数

 
う
ち
女
性
職
員

 
職
員
数

 
う
ち
女
性
職
員

 

課
 
長
 
級

 
１
１

 
１

 
１
０

 
０

 
２
１

 
１

 

課
長
補
佐
級

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 

係
 
長
 
級

 
２
６

 
４

 
１
８

 
６

 
４
４

 
１
０

 

合
 
 
 
計

 
３
７

 
５

 
２
８

 
６

 
６
５

 
１
１

 
 

３
．
職
務
の
名
称

 
 

 
牟
 
礼
 
村

 
三
 
水
 
村

 

事
務
吏
員

課
長
、
室
長
、
参
事
、
副
参
事
、
主
幹
係
長
、

係
長
、
主
幹
、
主
査
、
主
任
、
主
事
、
主
事

補
、
保
育
士
、
出
納
員
、
現
金
取
扱
員
、
物

品
取
扱
員
、
児
童
厚
生
員

 

課
長
、
室
長
、
次
長
、
局
長
、
係
長
、
主
査
、

主
任
、
主
事
、
主
事
補
、
所
長
、
主
任
保
育

士
、
保
育
士

 

技
術
吏
員
運
転
技
師
、
衛
生
技
師
、
栄
養
技
師
、
技
師
、

技
師
補

 
保
健
師
、
道
路
技
師
、
用
務
員
、
庁
務
員
、

調
理
員
、

 

吏
員
以
外
調
理
技
手
、
道
路
技
手
、
庁
務
技
手
、
書
記
、

技
手

 
 

 ５
．
行
政
職
給
料
表

(一
) 

 

職
務
の
級

牟
礼
村

 
三
水
村

 

1
級

 
主
事
補
、
技
師
補
、
技
手
補
の
職
務

 
主
事
補
、
保
育
士
、
調
理
員
、
用
務
員
、
道

路
技
師
、
運
転
手
の
職
務

 

2
級

 
主
事
、
技
師
及
び
技
手
の
職
務

 
主
事
、
保
健
師
、
保
育
士
、
調
理
員
、
用
務

員
、
道
路
技
師
、
運
転
手
の
職
務

 

3
級

 
主
任
、
主
任
技
手
の
職
務

 
主
任
、
保
健
師
、
保
育
士
、
調
理
員
、
用
務

員
、
道
路
技
師
、
運
転
手
の
職
務

 

4
級

 
主
査
及
び
主
査
技
手
の
職
務

 
重
要
な
職
務
を
行
う
主
任
、
保
健
師
、
保
育

士
、
調
理
員
、
用
務
員
、
道
路
技
師
、
運
転

手
の
職
務

 

5
級

 
係
長
及
び
困
難
な
業
務
を
つ
か
さ
ど
る
主

査
、
主
任
保
育
士
及
び
主
査
技
手
の
職
務

 
係
長

(6
級
に
掲
げ
ら
れ
た
係
長
を
除
く

)、
主

幹
、
保
健
師
、
保
育
士
、
調
理
員
の
職
務

 

6
級

 
主
幹
係
長
、
保
育
園
長
、
主
任
保
育
士
及
び

主
幹
の
職
務

 

重
要
な
職
務
を
行
う
村
長
の
定
め
る
係
長
の

職
務
、
主
幹
、
保
健
師
、
主
任
保
育
士
、
保

育
士
の
職
務

 

7
級

 
課
長
及
び
副
参
事
の
職
務

 
課
長
の
職
務

(8
級
に
掲
げ
ら
れ
た
課
長
を
除

く
) 

8
級

 
困
難
な
業
務
を
つ
か
さ
ど
る
課
長
及
び
参
事

の
職
務

 
困
難
な
業
務
を
分
掌
す
る
村
長
の
定
め
る
課

長
の
職
務
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牟
礼
村
・
三
水
村
合
併
協
議
会

 

参
  
考

  
法

  
令

 

○
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律

(昭
和

40
年
・
法
律
第

6
号

) 
(職
員
の
身
分
取
扱

) 
第

9
条
 
合
併
関
係
市
町
村
は
、
そ
の
協
議
に
よ
り
、
市
町
村
の
合
併
の
際
現
に
そ
の
職
に
あ
る
合
併
関
係
市
町
村
の
一
般
職
の
職
員
が
引
き
続
き
合
併
市
町
村
の
職
員
と
し
て
の
身
分
を
保
有
す
る
よ
う
措
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 
２
 
合
併
市
町
村
は
、
職
員
の
任
免
、
給
与
そ
の
他
の
身
分
の
取
扱
に
関
し
て
は
、
職
員
の
す
べ
て
に
通
じ
て
公
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 
○
地
方
公
務
員
法

(昭
和

25
年
・
法
律
第

26
1
号

) 
(一
般
職
に
属
す
る
地
方
公
務
員
及
び
特
別
職
に
属
す
る
地
方
公
務
員

) 
第

3
条
 
地
方
公
務
員
の
職
は
、
一
般
職
と
特
別
職
に
分
け
る
。

 
２
 
一
般
職
は
、
特
別
職
に
属
す
る
職
以
外
の
一
切
の
職
と
す
る
。

 
３
 
特
別
職
は
、
左
に
掲
げ
る
職
と
す
る
。

 
(1

) 
就
任
に
つ
い
て
公
選
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
選
挙
、
議
決
若
し
く
は
同
意
に
よ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
職

 
(1

)の
(2

) 
地
方
開
発
事
業
団
の
理
事
長
、
理
事
及
び
幹
事
の
職

 
(1

)の
(3

) 
地
方
公
営
企
業
の
管
理
者
及
び
企
業
団
の
企
業
長
の
職

 
(2

) 
法
令
又
は
条
例
、
地
方
公
共
団
体
の
規
則
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
の
定
め
る
規
程
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
委
員
及
び
委
員
会

(審
議
会
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。

)の
構
成

 
(3

) 
臨
時
又
は
非
常
勤
の
顧
問
、
参
与
、
調
査
員
、
嘱
託
員
及
び
こ
れ
ら
の
者
に
準
ず
る
者
の
職

 
(4

) 
地
方
公
共
団
体
の
長
、
議
会
の
議
長
そ
の
他
地
方
公
共
団
体
の
機
関
の
長
の
秘
書
の
職
で
条
例
で
指
定
す
る
も
の

 
(5

) 
非
常
勤
の
消
防
団
員
及
び
水
防
団
員
の
職

 

先
 

 進
 

 地
 

 事
 

 例
 

 

市
町
村
名

 
合
併
期
日

 
調
 
 
 
整
 
 
 
方
 
 
 
針

 

あ
わ
ら
市
 

平
成
1
6
年
3
月
1
日
 

１
 
芦
原
町
及
び
金
津
町
の
一
般
職
の
職
員
で
あ
る
者
は
、
す
べ
て
新
市
の
職
員
と
し
て
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。
 

２
 
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
定
員
管
理
の
適
正
化
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 

３
 
職
員
の
職
名
及
び
職
務
の
級
に
つ
い
て
は
、
人
事
管
理
及
び
職
員
の
処
遇
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
合
併
時
に
調
整
し
統
一
す
る
。
 

４
 
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
処
遇
及
び
給
与
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
調
整
し
統
一
す
る
。
な
お
、
合
併
時
、
現
職
員
に
つ
い
て
は
、
現
給
を
保
証
す
る
。
 

東
御
市
 

平
成
1
6
年
4
月
1
日
 

１
 
両
町
村
の
一
般
職
の
職
員
は
、
す
べ
て
新
市
の
職
員
と
し
て
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。
 

２
 
新
市
の
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
当
面
は
現
行
の
両
町
村
の
条
例
定
数
の
合
計
数
を
も
っ
て
新
市
の
条
例
定
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
新
市
に
お
い
て
速
や
か
に
定
員
適
正

化
計
画
を
定
め
、
定
員
管
理
の
適
正
化
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 

３
 
職
制
及
び
給
与
に
つ
い
て
は
、
人
事
管
理
及
び
職
員
の
処
遇
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
、
調
整
し
統
一
を
図
る
。
な
お
、
現
職
員
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
速
や
か
に
給
料

の
格
差
是
正
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

久
万
高
原
町
 

平
成
1
6
年
8
月
1
日
 

現
に
４
町
村
の
職
員
で
あ
る
も
の
は
、
す
べ
て
新
町
の
職
員
と
し
て
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。
 
 

1
 
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
新
町
に
お
い
て
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
適
正
化
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 
 

2
 
職
名
に
つ
い
て
は
、
人
事
管
理
及
び
職
員
の
処
遇
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
、
合
併
時
に
調
整
し
、
統
一
す
る
。
 

3
 
職
階
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
職
名
と
と
も
に
級
分
類
を
調
整
し
統
一
す
る
。
 

4
 
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
適
正
化
の
観
点
か
ら
統
一
を
図
る
。
現
職
員
に
つ
い
て
は
現
給
を
保
障
し
、
合
併
後
速
や
か
に
給
料
の
格
差
是
正
を
行
う
。
 

新
上
五
島
町
 

平
成
1
6
年
8
月
1
日
 

職
員
は
全
て
新
町
の
職
員
と
し
て
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。
 

職
員
数
は
新
町
に
お
い
て
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
定
員
管
理
の
適
正
化
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 

職
制
に
つ
い
て
は
、
人
事
管
理
及
び
職
員
の
処
遇
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
調
整
し
、
統
一
を
図
る
。
 

給
与
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
処
遇
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
合
併
後
、
速
や
か
に
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。
な
お
、
給
与
体
系
に
つ
い
て
は
、
合
併
ま
で
に
調
整
す
る
。
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議案第16号 

 

 

地域審議会の取扱いについて 

 

 

  地域審議会の取扱いについて、次のとおりとする。 

 

 

平成16年8月25日提出 

 

 

       牟礼村・三水村合併協議会会長  遠  山  秀  吉 

 

 

地域審議会の取扱い 

 

  市町村の合併の特例に関する法律（昭和40年法律第6号）第5条の4の規定に基づく地

域審議会を、新町村において牟礼村・三水村のそれぞれの区域に設置する。 

  地域審議会の設置及び運営等については、別紙のとおりとする。 
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協
 
 
議
 
 
調
 
 
書
 

協
議
項
目

№
 

１
１

 
提

案
日

 
平
成

16
年

8
月

25
日

 
協

議
日

平
成

  
 年

  
 月

  
 日

 
確

認
日

 
平
成

  
 年

  
 月

  
 日

 

協
議
項
目

 
地
域
審
議
会
の
取
扱
い

 
関

係
項

目
 

担
当
部
会
名
等

 
合
併
協
議
会
事
務
局

 

事
前
協
議
結
果

 

  
新
町
村
が
処
理
す
る
旧
村
の
区
域
に
か
か
る
事
務
に
関
し
、
新
町
村
の
諮
問
に
応
じ
て

審
議
し
又
は
意
見
を
述
べ
る
機
関
と
し
て
、
牟
礼
村
・
三
水
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
に
、

地
域
審
議
会
を
設
置
す
る
。

 
  
構
成
員
の
定
数
、
任
期
、
任
免
等
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
法
定

合
併
協
議
会
に
お
い
て
協
議
す
る
。

 

協
議

結
果

 

地
域
審
議
会
に
お
け
る
基
本
的
事
項
 

【
名

称
】

 ○
○
町
村
牟
礼
地
域
審
議
会

 
○
○
町
村
三
水
地
域
審
議
会

 
【
設
置
期
間
】

 合
併
後
、

5
年
と
す
る
。

5
年
後
以
降
の
設
置
に
つ
い
て
は
新
町
村
に
お
い
て
、
再
度
検
討
す
る
。
（
合
併
後

10
年
を
限
度
と
す
る
。
）

 
【
所
掌
事
項
】

 （
１
）
当
該
区
域
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
町
村
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
し
、
答
申
す
る
。

 
 

 
  

  
１
．
新
町
村
建
設
計
画
に
関
す
る
事
項

 
 

 
  

  
２
．
そ
の
他
町
村
長
が
必
要
と
定
め
る
事
項

 
 

 
（
２
）
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
町
村
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
【
組

織
】

 
（
１
）
審
議
会
は
、
委
員

10
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

 
 

 
（
２
）
委
員
は
、
当
該
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
で
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
町
村
長
が
委
嘱
す
る
。

 
 

 
  

  
１
．
区
長

 
 

 
  

  
２
．
公
共
的
団
体
等
の
役
職
員

 
 

 
  

  
３
．
識
見
を
有
す
る
者

 
【
任

期
】

 
（
１
）
委
員
の
任
期
は
、

2
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
設
置
期
間
が
終
了
し
た
場
合
は
、
任
期
を
終
了
す
る
。

 
 

 
（
２
）
委
員
は
、
設
置
区
域
に
住
所
を
有
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
職
を
失
う
。

 
  （
参
考
）
地
域
審
議
会
に
つ
い
て
 

（
１
）
制
度
の
概
要

 
 
地
域
審
議
会
は
、
合
併
に
伴
い
地
域
住
民
の
意
見
が
新
町
村
の
施
策
に
反
映
で
き
に
く
く
な
る
と
い
っ
た
懸
念
に
対
処
す
る
た
め
、
合
併
関
係
市
町
村
（
旧
市
町
村
）

の
区
域
を
単
位
と
し
て
、
町
村
長
の
諮
問
に
応
じ
て
、
審
議
し
答
申
す
る
、
又
は
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
い
て
町
村
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ

る
。
（
合
併
特
例
法
第

5
条
の

4）
 

  
ま
た
、
町
村
長
は
、
新
町
村
建
設
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
地
域
審
議
会
が
置
か
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
（
合
併
特
例
法
第

5
条
第

9
項
）

 
（
２
）
位
置
づ
け

 
 

地
方
自
治
法
で
規
定
さ
れ
た
執
行
機
関
の
附
属
機
関
（
地
方
自
治
法
第

13
8
条
の

4
第

3
項
）

 
（
３
）
設
置
方
法

 
 
地
域
審
議
会
の
設
置
の
決
定
及
び
構
成
員
の
定
数
、
任
期
な
ど
の
組
織
や
運
営
に
関
す
る
事
項
は
、
合
併
前
に
合
併
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
定
め
る
も
の
と
し
、

合
併
関
係
市
町
村
の
議
会
の
議
決
を
経
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

 
 

合
併
後
、
合
併
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
事
項
を
変
更
す
る
と
き
は
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
（
４
）
任
務

 
 

①
新
町
村
建
設
計
画
の
変
更
及
び
執
行
状
況
、
又
は
新
町
村
の
基
本
構
想
に
関
す
る
事
項
を
町
村
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
を
行
う
。

 

（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
）
 

第
５
条
の
４
 
合
併
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
、
期
間
を
定

め
て
合
併
市
町
村
に
、
合
併
関
係
市
町
村
の
区
域
で
あ
つ
た

区
域
ご
と
に
、
当
該
合
併
市
町
村
が
処
理
す
る
当
該
区
域
に

係
る
事
務
に
関
し
合
併
市
町
村
の
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議

し
又
は
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
き
合
併
市
町
村
の
長
に
意

見
を
述
べ
る
審
議
会
（
以
下
「
地
域
審
議
会
」
と
い
う
。
）
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。

 
２

  
地
域
審
議
会
を
組
織
す
る
構
成
員
の
定
数
、
任
期
、
任
免

そ
の
他
の
地
域
審
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
は
、
合
併
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
定
め
る

も
の
と
す
る
。

 
３

  
前
２
項
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
合
併
関
係
市
町
村
の
議
会

の
議
決
を
経
る
も
の
と
し
、
そ
の
協
議
が
成
立
し
た
と
き
は
、

合
併
関
係
市
町
村
は
、
直
ち
に
そ
の
内
容
を
告
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 
４

  
合
併
市
町
村
は
、
第
２
項
の
協
議
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
事

項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
条
例
で
こ
れ
を
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 先
進
事
例
（
県
内
協
議
会
）
 

協
議
会
名
 

協
議
結
果
 

木
曽
南
部

 
特
例
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
｢
地
域
審
議

会
｣
は
設
置
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
 

佐
久
市
・
臼
田

町
・
浅
科
村
・

望
月
町
 

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律

第
５
条
の
４
に
規
定
す
る
旧
市
町
村
を

単
位
と
し
た
「
地
域
審
議
会
」
は
設
置
し

な
い
。
 

地
方
自
治
法
第
1
3
8
条
の
4
第
3
項
に

よ
る
附
属
機
関
で
あ
る
「
総
合
計
画
審

議
会
」
の
設
置
に
よ
り
、
地
域
の
声
を

新
市
の
施
策
に
反
映
す
る
。
 

信
州
新
町
・
中

条
村
・
小
川
村

 

新
し
い
町
が
処
理
す
る
旧
町
村
の
区
域

に
係
る
事
務
に
対
し
、
新
し
い
町
長
の

諮
問
に
応
じ
て
審
議
し
又
は
意
見
を
述

べ
る
機
関
と
し
て
、
信
州
新
町
・
小
川

村
・
中
条
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
に
、

地
域
審
議
会
を
設
置
す
る
。
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地
域
審
議
会
の
イ
メ
ー
ジ
 

 
②
必
要
に
応
じ
町
村
長
に
意
見
を
述
べ
る
。

 
（
５
）
設
置
期
間

 
 
地
域
審
議
会
は
、
合
併
直
後
と
い
う
特
別
な
状
態
に
お
い
て
設
け
ら
れ
た
特
例
的
な
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
設
置
期
間
は
、
新
町
村
建
設
計
画
の
期
間
（

10
年
程

度
）
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
。

 
（
６
）
留
意
事
項

 
 

①
地
域
審
議
会
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
合
併
し
た
場
合
に
必
ず
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

 
 

②
地
域
審
議
会
を
設
置
す
る
場
合
は
、
以
下
の
点
に
留
意
す
る
。

 
 

  
・
両
村
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。

 
 

  
・
両
村
を
合
わ
せ
て

1
つ
の
地
域
審
議
会
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

 
 

  
・

1
つ
の
村
を
分
割
し
、
複
数
の
区
域
を
設
け
て
地
域
審
議
会
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

 
  

  
  
③
旧
村
の
区
域
を
単
位
と
し
た
施
策
の
引
き
合
い
と
な
り
、
合
併
後
の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
は
障
害
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
さ
ら
に
行
政
組

織
の
複
雑
化
な
ど
の
問
題
点
も
考
え
ら
れ
る
。

 
               

 

 新
町
村
 

牟
礼
 

地
域
審
議
会
 

 ②
 
審
 
 
議
 

三
水
 

地
域
審
議
会
 

 
②
 
審
 
 
議
 

①
 
諮
 
 
問
 

①
 
諮
 
 
問
 

③
 
答
 
 
申
 

③
 
答
 
 
申
 

④
 
住
民
意
見
の
反
映
 

④
 
住
民
意
見
の
反
映
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（参考） 
○○町村○○地域審議会条例 

 
（設置） 
第１条  市町村の合併の特例に関する法律第５条の４第１項の規定に基づき、合併前の牟礼
村及び三水村の区域ごとに地域審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（設置期間） 
第２条  審議会の設置期間は、合併の日から平成２３年３月３１日までとする。ただし、必
要に応じ、合併後平成２８年３月３１日を限度とし延長することができる。 

（所掌事務） 
第３条  審議会は、当該区域に係る次に掲げる事項について、町村長の諮問に応じて審議し、
答申する。 

（１）○○町村建設計画に関する事項 
（２）その他町村長が必要と定める事項 
２  審議会は、必要と認める事項について審議し、町村長に意見を述べることができる。 

（組織） 
第４条  審議会は、委員１０人以内をもって組織する。 
２  委員は、当該区域に住所を有する者で、次の各号に掲げる者のうちから、町村長が委嘱
する。 

（１）区長 
（２）公共的団体等の役職員 
（２）識見を有する者 

（任期） 
第５条  委員の任期は、２年とする。ただし、設置期間が終了した場合は、任期を終了する
ものとする。なお、欠員により就任した委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２  委員は、設置区域に住所を有しなくなったときは、その職を失う。 
３  委員は、再任されることができる。 

（会長、副会長） 
第６条  審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 
２  会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 
３  副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代
理する。 

（会議） 
第７条  審議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が召集する。 
２  会長は、委員の４分の１以上の者から審議を求める事項を示して請求があったときには、
会議を開催するものとする。 

３  会議は、委員の半数以上が出席しなければ、これを開くことができない。 
４  会議の議長は、会長をもって充てる。 
５  会長は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、説明又は助言を求めることができる。 

（庶務） 
第８条  審議会の庶務は、○○において処理する。 

（補則） 
第９条  審議会の議事その他会議の運営に関し必要な事項は、会長が審議会に諮り、これを
定める。 
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議案第 17 号 

 

 

条例・規則等の取扱いについて 

 

 

  条例・規則等の取扱いについて、次のとおりとする。 

 

 

平成 16 年 8 月 25 日提出 

 

 

       牟礼村・三水村合併協議会会長  遠  山  秀  吉 

 

 

条例・規則等の取扱い 

 

  条例・規則等については、各協議項目の調整方針に基づき統一を図り、新町村におけ

る事務事業に支障をきたさぬよう、整備するものとする。 
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牟
礼
村
・
三
水
村
合
併
協
議
会

 

協
 
 
議
 
 
調
 
 
書
 

協
議
項
目

№
 

１
２

 
提

案
日

 
平
成

16
年

8
月

25
日

 
協

議
日

平
成

  
 年

  
 月

  
 日

 
確

認
日

 
平
成

  
 年

  
 月

  
 日

 

協
議
項
目

 
条
例
・
規
則
等
の
取
扱
い

 
関

係
項

目
 

担
当
部
会
名
等

 
総
務
部
会

 

事
前
協
議
結
果

 
条
例
・
規
則
等
に
つ
い
て
は
、
各
協
議
項
目
の
調
整
方
針
に
基
づ
き
統
一
を
図
り
、
新
町

村
に
お
け
る
事
務
事
業
に
支
障
を
き
た
さ
ぬ
よ
う
、
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。

 
協

議
結

果
 

１
．
施
行
の
方
法
に
よ
る
区
分

 

 
 
新
町
村
発
足
時
に
は
、
牟
礼
村
・
三
水
村
の
条
例
、
規
則
等
は
す
べ
て
そ
の
効
力
を
失
う
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
新
町
村
に
お
い
て
新
た
に
条
例
、
規
則
等
を
制
定
し
、
施
行
さ
せ
る
。
な
お
、

条
例
、
規
則
等
の
制
定
に
あ
た
っ
て
は
調
整
方
針
に
基
づ
き
整
備
し
、
以
下
の
区
分
に
よ
り
施
行
す
る
も
の
と
す
る
。

 

   
 
 
 
 
 
 
（
１
）
合
併
と
同
時
に
町
村
長
職
務
執
行
者
の
専
決
処
分
又
は
職
権
に
よ
り
、
即
時
制
定
し
施
行
さ
せ
る
も
の

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
条
例
…
制
定
権
者
（
町
村
長
職
務
執
行
者
）
の
専
決
処
分
に
よ
り
制
定
し
施
行
す
る
。
（
地
方
自
治
法
第

17
9
条
第

1
項
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
規
則
、
訓
令
、
そ
の
他
…
制
定
権
者
（
町
村
長
職
務
執
行
者
）
の
職
権
に
よ
り
制
定
し
施
行
す
る
。
（
地
方
自
治
法
第

15
条
第

1
項
）

 

  
 
 
 
 
 
 
（
２
）
一
定
の
地
域
に
暫
定
的
に
施
行
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
も
の

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新
町
村
の
条
例
、
規
則
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
暫
定
措
置
と
し
て
、
従
来
そ
の
地
域
に
施
行
さ
れ
て
い
た
条
例
、
規
則
を
新
町
村
の
条
例
、
規
則
と
し
て
引
き
続
き
施
行
さ

せ
る
。
（
地
方
自
治
法
施
行
令
第

3
条
）

 

  
 
 
 
 
 
 
（
３
）
合
併
後
、
逐
次
制
定
し
、
施
行
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
も
の

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
 
町
村
長
職
務
執
行
者
の
専
決
処
分
に
よ
る
制
定
に
な
じ
ま
な
い
も
の
（
議
案
提
出
権
が
な
い
条
例
、
各
行
政
委
員
会
の
規
則
等
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ

  
新
町
村
発
足
時
に
は
必
要
な
い
が
、
合
併
後
、
逐
次
制
定
し
、
施
行
さ
せ
る
も
の

 

    
  

  
  

  
  

  
（
注
）
町
村
長
職
務
執
行
者
の
選
任

 

旧
村
長
は
、
合
併
の
日
の
前
日
に
失
職
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
新
町
村
長
が
選
挙
で
選
ば
れ
る
ま
で
の
間
（
合
併
の
日
か
ら

50
日
以
内
）、
旧
村
長
の
中
か
ら
、
そ
の
協
議
に
よ

り
町
村
長
の
職
務
執
行
者
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
（
地
方
自
治
法
施
行
令
第

1
条
の

2）
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牟
礼
村
・
三
水
村
合
併
協
議
会

 
 ２
．
例
規
集
搭
載
数
（
宣
言
、
一
部
事
務
組
合
等
の
規
約
を
除
く
）

 
 

牟
礼
村

 
三
水
村

 
両
村
合
計

 
条
例

 
１
５
２

 
１
３
６

２
８
８

 
規
則

 
１
０
９

 
８
６

１
９
５

 
そ
の
他
（
規
程
、
要
綱
等
）

 
２
１
１

 
９
７

３
０
８

 
合
計

 
４
７
２

 
３
１
９

７
９
１

 

 

３
．
先
進
事
例

 
市
町
村
名

 
合
併
年
月
日

 
調

  
  
整

  
  
方

  
  
針

 

あ
さ
ぎ
り
町

 
平
成

15
年

4
月

1
日

 
条
例
、
規
則
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
合
併
協
議
会
で
協
議
さ
れ
た
各
種
事
務
事
業
等
の
調
整
・
確
認
 

内
容
に
基
づ
き
「
中
球
磨
５
か
町
村
合
併
に
関
す
る
条
例
・
規
則
等
の
整
備
方
針
」
に
基
づ
き
調
整
す
る
も
、
 

の
と
す
る
。
 

千
曲
市

 
平
成

15
年

9
月

1
日

 
条
例
・
規
則
等
に
つ
い
て
は
、
各
協
議
項
目
の
調
整
方
針
に
基
づ
き
統
一
を
図
り
、
新
市
に
お
け
 

る
事
務
事
業
に
支
障
を
き
た
さ
ぬ
よ
う
、
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。
 

あ
わ
ら
市

 
平
成

16
年

3
月

1
日

 

条
例
、
規
則
等
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
合
併
協
議
会
で
協
議
・
承
認
さ
れ
た
各
種
 

事
務
事
業
等
の
調
整
内
容
に
基
づ
き
、
次
の
区
分
に
よ
り
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。
 

１
 
合
併
と
同
時
に
市
長
職
務
執
行
者
の
専
決
処
分
に
よ
り
、
即
時
制
定
し
施
行
す
 

る
必
要
が
あ
る
も
の
 

２
 
合
併
後
、
一
定
の
地
域
に
暫
定
的
に
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
 

３
 
合
併
後
、
逐
次
制
定
し
、
施
行
す
る
も
の
 

郡
上
市

 
平
成

16
年

3
月

1
日

 

条
例
・
規
則
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
け
る
事
務
事
業
に
支
障
が
な
い
よ
う
次
の
と
お
り
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。
 

(
1
)
 
合
併
協
議
会
に
お
い
て
協
議
・
承
認
さ
れ
た
各
協
議
項
目
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
整
方
針
に
基
づ
き
整
備
す
る
。
 

(
2
)
 
条
例
・
規
則
の
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
区
分
に
よ
り
整
理
し
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。
 

①
 
合
併
時
に
市
長
職
務
執
行
者
の
専
決
処
分
に
よ
り
、
即
時
制
定
し
執
行
さ
せ
る
も
の
 

②
 
合
併
後
、
逐
次
制
定
し
施
行
さ
せ
る
も
の
 

東
御
市

 
平
成

16
年

4
月

1
日

 

条
例
、
規
則
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
合
併
協
議
会
で
協
議
、
確
認
さ
れ
た
各
種
事
務
事
業
の
調
整
方
針
等
に
基
づ
き
、
新
市
に
お
け
る
事
務
事
業
に
支
障
が
な
い
よ
う
、

以
下
の
区
分
に
よ
り
整
備
す
る
。
 

①
 
合
併
と
同
時
に
市
長
職
務
執
行
者
の
専
決
処
分
に
よ
り
、
即
時
制
定
し
、
施
行
さ
せ
る
も
の
 

②
 
合
併
後
に
漸
次
制
定
し
、
施
行
さ
せ
る
も
の
 

③
 
合
併
後
も
、
東
部
町
の
区
域
若
し
く
は
北
御
牧
村
の
区
域
に
、
暫
定
的
に
施
行
さ
せ
る
も
の
 

久
万
高
原
町

 
平
成

16
年

8
月

1
日

 

条
例
・
規
則
等
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
合
併
協
議
会
で
協
議
・
承
認
さ
れ
た
各
種
事
務
事
業
等
の
調
整
内
容
に
基
づ
き
、
次
の
区
分
に
よ
り
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。

 
①
 
合
併
と
同
時
に
町
長
職
務
執
行
者
の
専
決
処
分
に
よ
り
、
即
時
制
定
し
、
施
行
さ
せ
る
も
の
。

 
②
 
合
併
後
、
一
定
の
地
域
に
暫
定
的
に
施
行
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
も
の
。

 
③
 
合
併
後
、
逐
次
制
定
し
、
施
行
さ
せ
る
も
の
。

 
④
 
廃
止
・
失
効
す
る
も
の
。

 
新
上
五
島
町

 
平
成

16
年

8
月

1
日

 
各
協
定
項
目
の
調
整
内
容
を
も
と
に
、
合
併
後
の
事
務
事
業
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
調
整
し
整
備
す
る
と
す
る
。
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牟礼村・三水村合併協議会 
（参考資料） 

条例、規則等の取扱いに関する法令（抜粋） 

 
地方自治法（昭和 22 年 法律第 67 号） 

（規則） 
第 15条 普通地方公共団体の長は、法令に違反しない限りにおいて、その権限に属する事務
に関し、規則を制定することができる。 

（第 2項  省略） 

（長の専決処分） 
第 179条 普通地方公共団体の議会が成立しないとき、第 113条但書の場合においてなお会
議を開くことができないとき、普通地方公共団体の長において議会を招集する暇がないと

認めるとき、又は議会において議決すべき事件を議決しないときは、当該普通地方公共団

体の長は、その議決すべき事件を処分することができる。 
2 議会の決定すべき事件に関しては、前項の例による。 
3 前 2項の規定による処置については、普通地方公共団体の長は、次の会議においてこれを
議会に報告し、その承認を求めなければならない。 

 
地方自治法施行令（昭和 22 年  政令第 16 号） 

第 1条の 2 普通地方公共団体の設置があつた場合においては、従来当該普通地方公共団体の
地域の属していた関係地方公共団体の長たる者又は長であつた者（地方自治法第 152 条又
は第 252条の 17の 8第 1項の規定によりその職務を代理し若しくは行う者又はこれらの者
であつた者を含む。）のうちからその協議により定めた者が、当該普通地方公共団体の長が

選挙されるまでの間、その職務を行う。 
  （2～3  省略） 

第 3条 普通地方公共団体の設置があった場合においては、第 1条の 2の規定により当該普
通地方公共団体の長の職務を行う者は、必要な事項につき条例又は規則が制定施行される

までの間、従来その地域に施行された条例又は規則を当該普通地方公共団体の条例又は規

則として当該地域に引き続き施行することができる。 
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牟礼村・三水村合併協議会 
（参考資料） 

条例、規則等の取扱い 

１ 専決処分条例 

  合併と同時に長（町村長職務執行者）の専決処分（地方自治法第１７９条第１項）によ

り即時制定し、施行させる。専決処分した条例は、専決処分後の最初の議会において報告

し、承認を求める（同条第３項）ものである。次の理由に該当する条例について、専決処

分することとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 町村長職務執行者の決裁により制定させる規則・規程 

  前記１専決処分条例の例により新町村設置日に必要な規則、規程を新町村職務執行者が

決裁し、施行させるもの。 
３ 暫定施行条例（規則） 

  新町村において、条例（規則）が制定施行されるまでの間、町村長職務執行者が、従来

その地域に施行されていた条例（規則）を新町村の条例（規則）として当該地域に引き続

き施行する（地方自治法施行令第３条）。暫定施行する条例（規則）については、告示を行

うこととする。 
  給付サービス等の事務事業で、新町村誕生日から町村の全地域に実施できないものが、

これに該当する。次に理由に該当する条例（規則）について、暫定施行させることとする。

施行期間の制限はない。 
 
 
 
 
 
 
 
 

《専決処分の理由》 
１ 法定により必ず設置するもの若しくは制定が必要なもの又はこれらに準ずるもので、町村政

執行上空白期間の許されないもの 
２ 新町村の組織及びその運営又は職員等の勤務条件（給与、勤務時間等）に関するもの、住民

の権利・利益の保護又は権利の制限若しくは義務を課すため、空白期間の許されないもの 
３ 公の施設等の設置・管理に関するもの 
４ 両村が同様の制度を持つ事務事業に関するもので統合する必要のあるもの 
５ 合併協議会において協議済みのもの 

《暫定施行の理由》 
１ 条例名は類似しているが、両村の制度に差異があり、新町村設置日において統合が困難

なため、統合案を決定し議会に提案する予定のもの 
２ いずれか一方の村のみの条例であり、新町村において全町村域に適用させるかの政策的

判断を要するもの 
３ 新たに施行されるものはないが、すでに適用されていたものを整理する間施行するもの
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牟礼村・三水村合併協議会 
４ 合併初日に施行させない条例等 
  専決する条例等（１，２）及び暫定する条例等（３）に該当しない条例等は、新町村に

おいて次の区分により施行させる。 
 ① 逐次制定する条例、規則等 
   平成１７年の合併初日に施行させないが、その後、新町村長の政策判断等により、事

務事業を全域に適用させるもの等が該当する。 
 
 
 
 ② 議会議員提出に係る条例、規則 
   議員のみに提出権があるような条例、規則については、その性質上合併後に招集され

る議会に提案されるまで制定することができない。これらに該当するものとしては、議

会事務局設置条例、町村議会委員会条例や町村議会会議規則、町村議会傍聴規則等があ

る。 
 

《逐次制定するものの例》 
・新町村長の政策判断に係るもの（長の資産公開、付属機関の設置ほか） 

【注】 行政委員会の規則及び規程 
 行政委員会の規則、規程については、当該行政委員会の権限である。よって合併初日

又はそれ以後において、委員会を開催しこれらの規則、規程の制定につき決議すること

となる。例規の空白期間が許されないものについては、合併初日に委員会を開催し決議

する必要がある。 
 上記手続きの２又は４－①に相当する手続きをとる。 
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牟礼村・三水村合併協議会 
例 規 区 分 図 

 
 
                                 報告 

 
１ 法定により必ず設置するもの若しくは制定が必要 
 なもの又はこれらに準ずるもので、町村政執行上空白 
 期間の許されないもの 
 
２ 新町村の組織及びその運営又は職員等の勤務時間 
 （給与、勤務時間等）に関するもの 
 
３ 住民の権利・利益の保護又は権利の制限若しくは義 
 務を課すため、空白期間の許されないもの 
 
４ 公の施設等の設置・管理に関するもの 
 
５ 両村が同様の施設を持つ事務事業に関するもので 
 統合する必要のあるもの 
 
６ 合併協議会において協議済のもの 
 
 
 
 
１ 条例名は類似しているが、両村の制度に差異があり、 
 新町設置日において統合が困難なため統合案を決定し 
 議会に提案する予定のもの 
 
２ いずれか一方の村のみの条例であり、新町村におい 
て全域に適用させるかの政策的判断を要するもの 

 
３ 新たに適用されるものはないが、すでに適用されて 
 いたものを整理する間施行するもの 
 
 
 
 
 
新町村長の政策判断に係る条例 

 
 

専決処分 

する条例 

新町村制度として

専決処分する条例

最初の

議会 

暫定施行

する条例 

新町村発足後も引き続き

旧村条例を施行する条例

失効する

条  例 
逐次制定する条例 

 

 

 

 

 

 

 

最初の議

会または、

それ以降

の議会 

議会が定める条例 

 
 
牟礼村

三水村

におい

て施行

してい

る条例 
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議案第 18 号 

 

 

字の区域及び名称の取扱いについて 

 

 

  字の区域及び名称の取扱いについて、次のとおりとする。 

 

 

平成 16 年 8 月 25 日提出 

 

 

       牟礼村・三水村合併協議会会長  遠  山  秀  吉 

 

 

字の区域及び名称の取扱い 

 

  字の区域及び名称については、従前のとおりとする。 
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牟
礼
村
・
三
水
村
合
併
協
議
会

 

協
 
 
議
 
 
調
 
 
書
 

協
議
項
目

№
 

１
６

 
提

案
日

 
平
成

16
年

8
月

25
日

 
協

議
日

平
成

  
 年

  
 月

  
 日

 
確

認
日

 
平
成

  
 年

  
 月

  
 日

 

協
議
項
目

 
字
の
区
域
及
び
名
称
の
取
扱
い

 
関

係
項

目
 

担
当
部
会
名
等

 
合
併
協
議
会
事
務
局

 

事
前
協
議
結
果

 

字
の
区
域
及
び
名
称
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
と
お
り
と
す
る
。

 
 （
例
）
○
○
町
（
村
）
大
字
川
上

 
 
 
 
○
○
町
（
村
）
大
字
赤
塩

 

協
議

結
果

 

牟
礼
村

 
三
水
村

 
先
進
事
例

 
１
．
現
在
の
地
名
表
示

 
大
字
川
上
（
お
お
あ
ざ
か
わ
か
み
）

 
大
字
黒
川
（
お
お
あ
ざ
く
ろ
か
わ
）

 
大
字
高
坂
（
お
お
あ
ざ
こ
う
さ
か
）

 
大
字
小
玉
（
お
お
あ
ざ
こ
だ
ま
）

 
大
字
坂
口
（
お
お
あ
ざ
さ
か
ぐ
ち
）

 
大
字
地
蔵
久
保
（
お
お
あ
ざ
じ
ぞ
う
く
ぼ
）

 
大
字
袖
之
山
（
お
お
あ
ざ
そ
で
の
や
ま
）

 
大
字
豊
野
（
お
お
あ
ざ
と
よ
の
）

 
大
字
平
出
（
お
お
あ
ざ
ひ
ら
い
で
）

 
大
字
古
町
（
お
お
あ
ざ
ふ
る
ま
ち
）

 
大
字
牟
礼
（
お
お
あ
ざ
む
れ
）

 
大
字
柳
里
（
お
お
あ
ざ
や
な
ぎ
さ
と
）

 
 

計
 
 

12
字

 

大
字
赤
塩
（
お
お
あ
ざ
あ
か
し
お
）

 
大
字
芋
川
（
お
お
あ
ざ
い
も
が
わ
）

 
大
字
川
谷
（
お
お
あ
ざ
か
わ
た
に
）

 
大
字
倉
井
（
お
お
あ
ざ
く
ら
い
）

 
大
字
東
柏
原
（
お
お
あ
ざ
ひ
が
し
か
し
わ
ば
ら
）

 
大
字
普
光
寺
（
お
お
あ
ざ
ふ
こ
う
じ
）

 
       

計
 
 

6
字

 
２
．
関
係
法
令

 
○
地
方
自
治
法
（
昭
和

22
年
法
律
第

67
号
）

 
（
市
町
村
区
域
内
の
町
又
は
字
の
区
域
）

 
第

26
0
条
 
政
令
で
特
別
の
定
を
す
る
場
合
を
除
く
外
、
市
町
村
の
区
域
内
の
町
若
し
く
は
字
の
区
域
を
あ
ら
た
に
画
し
若
し
く
は
こ
れ
を
廃
止
し
、
又
は
町
若
し
く

は
字
の
区
域
若
し
く
は
そ
の
名
称
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
市
町
村
長
が
当
該
市
町
村
の
議
会
の
議
決
を
経
て
こ
れ
を
定
め
、
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
2 
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
し
た
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
直
ち
に
こ
れ
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
3 
 
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
は
、
政
令
で
特
別
の
定
め
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
に
よ
り
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

 

３
．
名
称
変
更
の
具
体
的
な
例

 
地
方
自
治
法
第

26
0
条
の
手
続
を
要
し
な
い
例

 
地
方
自
治
法
第

26
0
条
の
手
続
を
要
す
る
例

 
牟
礼
村
大
字
平
出
 
→
 
○
○
町
（
村
）
大
字
平
出

 
三
水
村
大
字
赤
塩
 
→
 
○
○
町
（
村
）
大
字
赤
塩

 
牟
礼
村
大
字
平
出
 
→
 
○
○
町
（
村
）
平
出

 
三
水
村
大
字
赤
塩
 
→
 
○
○
町
（
村
）
赤
塩

 

※
 
「
大
字
×
×
」
を
単
に
「
×
×
」
と
変
更

す
る
な
ど
、
大
字
や
小
字
を
表
示
し
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、「
大
字
×
×
」
が
固
有
名
詞

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
地
方
自
治
法
第

26
0

条
の
手
続
が
必
要
と
な
る
。

 

あ
さ
ぎ
り
町
 

字
の
名
称
及
び
区
域
は
従
前
の
と
お
り
と
し
、
大
字
名
に
つ
い
て
は
、
合

併
前
に
お
い
て
現
町
村
で
調
整
す
る
。
 

千
曲
市
 

１
市
２
町
の
町
・
字
名
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
現
行
の
町
・
字
名

を
基
本
に
調
整
す
る
。
た
だ
し
、
一
部
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民

の
意
見
を
聞
き
調
整
す
る
。
 

あ
わ
ら
市
 

町
及
び
字
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
両
町
に
同
一
又
は
類
似
の
も
の
が
な
い

の
で
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。
 

郡
上
市
 

原
則
と
し
て
、
新
市
の
町
、
字
の
名
称
は
、
従
前
の
町
、
字
名
の
前
に
従

前
の
町
村
名
を
つ
け
た
町
名
と
し
、
区
域
は
従
前
の
と
お
り
と
す
る
。
 

た
だ
し
、
具
体
的
な
町
名
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
、

合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
も
の
と
す
る
。
 

東
御
市
 

両
町
村
の
大
字
、
小
字
名
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
の
文
化
や
歴
史
的
背

景
を
考
慮
し
て
、
現
行
の
ま
ま
存
続
さ
せ
る
。
 

大
字
の
字
句
に
つ
い
て
は
新
市
に
お
い
て
必
ず
し
も
表
記
を
要
し
な
い

こ
と
か
ら
、
除
く
も
の
と
す
る
。
 

久
万
高
原
町
 

町
・
字
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
町
又
は
字
の
区
域
に
つ
い
て
は
従
前

の
と
お
り
と
し
、
字
の
表
記
に
つ
い
て
は
「
大
字
」
を
省
く
方
向
で
調
整

す
る
こ
と
と
す
る
。
 

た
だ
し
、
現
在
の
字
名
「
大
字
久
万
町
」
は
、
「
久
万
」
と
す
る
方
向
で

調
整
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

新
上
五
島
町
 

神
ノ
浦
以
外
の
字
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
現
行
ど
お
り
と
し
、
字
の
区
域

に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
新
町
に
お
い
て
調
整
す
る
。
た
だ
し
、
神
ノ

浦
に
つ
い
て
は
若
松
町
、
有
川
町
に
お
い
て
合
併
ま
で
に
調
整
す
る
。
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議案第 19 号 

 

 

慣行の取扱いについて 

 

 

  慣行の取扱いについて、次のとおりとする。 

 

 

平成 16 年 8 月 25 日提出 

 

 

       牟礼村・三水村合併協議会会長  遠  山  秀  吉 

 

 

慣行の取扱い 

 

  町村章、町村民憲章、町村の花、木、鳥、キャッチフレーズ、町村歌は、新町村にお

いて新たに定める。 

  宣言、功労者表彰は、新町村において調整する。 

35



 



牟
礼
村
・
三
水
村
合
併
協
議
会

 

協
 
 
議
 
 
調
 
 
書
 

協
議
項
目

№
 

１
７

 
提

案
日

 
平
成

16
年

8
月

25
日

 
協

議
日

平
成

  
 年

  
 月

  
 日

 
確

認
日

 
平
成

  
 年

  
 月

  
 日

 

協
議
項
目

 
慣
行
の
取
扱
い

 
関

係
項

目
 

担
当
部
会
名
等

 
総
務
部
会

 

事
前
協
議
結
果

 
・
町
村
章
、
町
村
民
憲
章
、
町
村
の
花
、
木
、
鳥
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
町
村
歌
は
、

新
町
村
に
お
い
て
新
た
に
定
め
る
。

 
・
宣
言
、
功
労
者
表
彰
は
、
新
町
村
に
お
い
て
調
整
す
る
。

 
協

議
結

果
 

牟
礼
村

 
三
水
村

 
先
進
事
例

 
村
章

 
（
昭
和

31
年

6
月

29
日
制
定
）

 

 

 
 
牟
礼
村
の
「
ム
レ
」
を
図
案
化
し
た
も
の
で
、
全
体
の
形
は
円
形
で
住

民
の
和
と
円
満
を
表
し
、
協
力
団
結
と
向
上
発
展
を
力
強
く
表
現
し
た
平

和
な
姿
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

 
 
・
選
考
方
法
 
公
募

 
 

村
章

 
（
昭
和

63
年

2
月

22
日
制
定
）

 

 

村
名
の
由
来
と
も
な
っ
た
三
用
水
を
図
案
化
し
、
水
を
大
切
に
し
和
と

団
結
に
よ
り
未
来
に
向
か
っ
て
発
展
す
る
姿
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

 
  
・
選
考
方
法
 
公
募

 

村
民
憲
章

 
 
（
平
成

7
年

3
月

31
日
制
定
）

 
  
 
長
野
県
の
北
部
、
飯
綱
山
の
東
に
広
が
る
私
た
ち
の
牟
礼
村

 
 
 
古
代
か
ら
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
恵
ま
れ
た
風
土
と
人
情
味
あ

ふ
れ
る
里
で
す
。

 
 
 
私
た
ち
は
、
先
人
の
知
恵
を
活
か
し
、
自
然
に
親
し
み
、
心
の
豊
か
さ

と
生
き
が
い
の
あ
る
村
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
こ
こ
に
村
民
憲
章
を
定
め
ま

す
。

 
 
・
太
陽
と
水
と
緑
に
育
く
ま
れ
た
、
美
し
い
村
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

 
 
・
心
の
か
よ
い
あ
う
希
望
に
満
ち
た
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

 
 
・
牟
礼
発
の
文
化
を
つ
く
り
、
学
び
あ
う
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

 
 
・
働
く
こ
と
に
誇
り
と
喜
び
を
も
ち
、
活
力
あ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

 
 
・
心
身
共
に
す
こ
や
か
に
暮
ら
せ
る
平
和
な
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

 
 

村
民
憲
章

 
  
（
昭
和

63
年

2
月

22
日
制
定
）

 
   

  
わ
た
し
た
ち
の
村
は
、
斑
尾
の
山
ふ
と
こ
ろ
に
い
だ
か
れ
三
す
じ
の
清

流
に
は
ぐ
く
ま
れ
て
、
栄
々
発
展
を
つ
づ
け
る
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た

村
で
す
。

 
  

  
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
村
に
誇
り
と
希
望
を
も
っ
て
、
よ
り
明
る
い
活

力
の
あ
る
豊
か
な
村
づ
く
り
を
目
ざ
し
、
村
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

 
   
一

  
恵
ま
れ
た
自
然
を
活
か
し
、
美
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

 
  
一

  
仕
事
に
誇
り
と
希
望
を
も
ち
、
豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま
す
。

 
  
一

  
教
育
を
尊
重
し
、
香
り
高
い
分
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

 
  
一

  
心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
明
る
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

 
  
一

  
身
心
を
き
た
え
、
健
康
で
、
住
み
よ
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

 

あ
さ
ぎ
り
町
 

町
章
、
町
民
憲
章
、
町
花
、
町
木
、
町
鳥
、
町
歌
及
び
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
つ
い
て
は
、
新
町
に
お
い
て
新
た
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

宣
言
及
び
表
彰
に
つ
い
て
は
、
新
町
に
お
い
て
調
整
す
る
。
た
だ
し
、
名

誉
町
村
民
は
新
町
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。
 

あ
わ
ら
市
 

１
 
市
章
は
、
合
併
の
日
ま
で
に
定
め
る
。
 

２
 
市
の
花
・
木
・
鳥
、
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
及
び
市
民
憲

章
は
、
新
市
に
お
い
て
検
討
す
る
。
 

郡
上
市
 

市
民
憲
章
、
市
章
、
市
の
花
、
市
の
木
、
市
の
鳥
、
市
旗
及
び
市
歌
に
つ

い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。
 

東
御
市
 

(
1
)
 
市
章
、
市
民
憲
章
、
市
花
・
市
木
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。
 

①
 
新
市
の
市
章
は
、
新
た
に
定
め
る
。
 

②
 
市
民
憲
章
、
市
花
・
市
木
等
は
、
新
市
に
お
い
て
新
た
に
定
め
る
。
 

(
2
)
 
各
種
行
事
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

①
 
東
部
町
「
巨
峰
の
王
国
ま
つ
り
」
、
北
御
牧
村
「
火
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
継
続
し
て
開
催
す
る
。
 

②
 
現
在
両
町
村
で
行
っ
て
い
る
そ
の
他
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限

り
存
続
し
、
統
合
で
き
る
も
の
は
統
合
す
る
。
 

久
万
高
原
町
 

①
 
町
章
、
町
民
憲
章
、
町
の
花
・
木
・
鳥
、
歌
等
に
つ
い
て
は
、
新
町

へ
移
行
後
、
速
や
か
に
調
整
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

②
 
宣
言
に
つ
い
て
は
、
新
町
に
お
い
て
内
容
を
検
討
し
、
新
た
な
宣
言

を
お
こ
な
う
こ
と
と
す
る
。
 

③
 
そ
の
他
必
要
な
慣
行
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
新
町
に
お
い
て
調

整
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

新
上
五
島
町
 

町
章
、
町
民
憲
章
、
町
の
花
、
町
の
木
、
町
歌
、
町
の
鳥
・
魚
、
町
の
宣

言
等
は
、
合
併
後
、
新
た
に
定
め
る
。
た
だ
し
、
名
誉
町
民
等
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
各
町
に
お
い
て
功
績
を
称
え
る
た
め
、
そ
の
称
号
を
贈
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
新
町
に
引
き
継
ぐ
。
 

各
種
行
事
等
に
つ
い
て
は
、
新
町
に
引
継
ぎ
、
必
要
に
応
じ
て
調
整
す
る
。

 

36



牟
礼
村
・
三
水
村
合
併
協
議
会

 
牟
礼
村

 
三
水
村

 
先
進
事
例

 
村
の
花

 
  
（
平
成

2
年

2
月

8
日
制
定
）

 
桃

 

村
の
花

 
  
（
昭
和

63
年

2
月

22
日
制
定
）

 
り
ん
ご

 
村
の
木

 
  
（
平
成

2
年

2
月

8
日
制
定
）

 
や
ま
ざ
く
ら

 

村
の
木

 
  
（
昭
和

63
年

2
月

22
日
制
定
）

 松
 

村
の
鳥

 
  
（
平
成

2
年

2
月

8
日
制
定
）

 か
っ
こ
う

 
―

 

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

 
心
の
豊
か
さ
を
も
と
め
て

 
3
つ
の
豊
か
さ
が
奏
で
る
美ミ

・
土ド

・
里リ

の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

 

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

 
は
ば
た
け
さ
み
ず
２
１

 

宣
言

 
・
暴
走
族
追
放
宣
言

 
  

  
昭
和

55
年

6
月

27
日

 
・
青
少
年
健
全
育
成
推
進
宣
言

 
  

  
昭
和

57
年

12
月

22
日

 
・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
宣
言

 
  

  
昭
和

57
年

12
月

22
日

 
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
宣
言

 
  

  
昭
和

58
年

3
月

17
日

 
・
青
色
申
告
の
推
進
と
振
替
納
税
を
推
進
す
る
村
の
宣
言

 
  

  
昭
和

59
年

3
月

16
日

 
・
非
核
平
和
の
村
宣
言

 
  

  
昭
和

61
年

12
月

23
日

 
・
政
治
倫
理
確
立
宣
言

 
  

  
平
成
元
年

9
月

27
日

 
・
ゆ
と
り
宣
言

 
  

  
平
成

2
年

6
月

26
日

 
・
環
境
宣
言

 
  

  
平
成

4
年

9
月

25
日

 
・
暴
力
追
放

 
  

  
平
成

5
年

9
月

27
日

 
・
環
境
宣
言

 
  

  
平
成

12
年

3
月

22
日

 

宣
言

 
・
暴
走
族
追
放
宣
言

 
  

  
昭
和

55
年

6
月

30
日

 
・
黒
星
病
撲
滅
宣
言

 
  

  
昭
和

58
年

6
月

13
日

 
・
青
色
申
告
の
推
進
と
振
替
納
税
の
推
進
の
村
宣
言

 
  

  
昭
和

58
年

12
月

22
日

 
・
非
核
平
和
の
村
宣
言

 
  

  
昭
和

60
年

12
月

21
日

 
・
ゆ
と
り
宣
言

 
  

  
平
成

2
年

6
月

22
日

 
・
環
境
宣
言

 
  

  
平
成

4
年

9
月

25
日

 
・
人
権
尊
重
の
村
宣
言

 
  

  
平
成

4
年

12
月

18
日

 
・
農
産
物
自
給
向
上
の
村
宣
言

 
  

  
平
成

6
年

3
月

16
日

 
・
生
涯
学
習
の
村
宣
言

 
  

  
平
成

7
年

3
月

9
日

 

村
の
歌

 
  
（
平
成

2
年

11
月
制
定
）

 
飯
綱
の
四
季

 
―

 

功
労
者
表
彰

 
（
１
）
目
的

 
  
牟
礼
村
の
自
治
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
も
の
及
び
村
内
の
善
行
の
あ
っ
た

も
の
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
の
自
治
の
振
興
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

 
（
２
）
対
象
者

 

功
労
者
表
彰

 
（
１
）
目
的

 
  
経
済
、
文
化
、
社
会
そ
の
他
の
各
般
に
わ
た
っ
て
村
政
に
協
力
し
、
又
は

模
範
と
認
め
ら
れ
る
行
為
が
あ
っ
た
者
を
村
長
が
表
彰
し
、
も
っ
て
村
の
自

治
の
振
興
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 
（
２
）
表
彰
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会

 
  
①

 教
育
の
振
興
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
も
の

 
  

  
  
・
教
育
振
興
の
た
め
に
金
員
又
は
物
品
で

10
0
万
円
以
上
の
寄
附
を

し
た
個
人
又
は

20
0
万
円
以
上
の
寄
附
を
し
た
団
体
。

 
  

  
  
・
教
育
振
興
に
特
に
す
ぐ
れ
た
功
績
が
あ
っ
た
も
の

 
  
②

 産
業
の
開
発
振
興
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
も
の

 
  

  
  
・
産
業
に

20
年
以
上
従
事
し
、
そ
の
開
発
振
興
に
す
ぐ
れ
た
功
績
が

あ
っ
た
も
の
又
は
産
業
の
開
発
振
興
に
特
に
す
ぐ
れ
た
功
績
が
あ

っ
た
も
の

 
  
③

 保
健
衛
生
の
改
善
向
上
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
も
の

 
  

  
  
・
保
健
衛
生
の
改
善
向
上
に

15
年
以
上
尽
力
し
、
す
ぐ
れ
た
功
績
が

あ
っ
た
も
の

 
  

  
  
・
保
健
衛
生
事
業
に

20
年
以
上
従
事
し
、
す
ぐ
れ
た
功
績
が
あ
っ
た

も
の
又
は
保
健
衛
生
の
改
善
向
上
に
特
に
す
ぐ
れ
た
功
績
が
あ
っ

た
も
の

 
  
④

 公
共
土
木
施
設
の
維
持
改
善
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
も
の

 
  

  
  
・
公
共
土
木
施
設
の
維
持
改
善
に

15
年
以
上
尽
力
し
、
す
ぐ
れ
た
功

績
が
あ
っ
た
も
の

 
  

  
  
・
建
設
事
業
に

20
年
以
上
勤
続
し
、
す
ぐ
れ
た
功
績
が
あ
っ
た
も
の

又
は
建
設
事
業
に
特
に
す
ぐ
れ
た
功
績
が
あ
っ
た
も
の

 
  
⑤

 消
防
、
水
防
の
業
務
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
も
の

 
  

  
  
・
消
防
団
員
と
し
て

20
年
以
上
勤
続
し
、
す
ぐ
れ
た
功
績
が
あ
っ
た

も
の
又
は
消
防
若
し
く
は
水
防
に
特
に
す
ぐ
れ
た
功
績
が
あ
っ
た

も
の

 
  
⑥

 社
会
福
祉
の
増
進
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
も
の

 
  

  
  
・
社
会
福
祉
事
業
に

15
年
以
上
従
事
し
、
す
ぐ
れ
た
功
績
が
あ
っ
た

も
の
又
は
社
会
福
祉
に
特
に
す
ぐ
れ
た
功
績
が
あ
っ
た
も
の

 
  
⑦

 地
方
自
治
の
振
興
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
も
の

 
  

  
  
・
村
長
と
し
て
満

8
年
以
上
そ
の
職
に
あ
っ
た
も
の

 
  

  
  
・
議
会
議
員
と
し
て
満

12
年
以
上
そ
の
職
に
あ
っ
た
も
の

 
  

  
  
・
助
役
又
は
収
入
役
と
し
て
満

12
年
以
上
そ
の
職
に
あ
っ
た
も
の

 
  

  
  
・
教
育
委
員
会
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
、
監
査
委
員
及
び
農

業
委
員
会
委
員
と
し
て
満

12
年
以
上
そ
の
職
に
あ
っ
た
も
の

 
  

  
  
・
一
般
職
の
職
員
と
し
て
満

35
年
以
上
勤
続
し
、
誠
実
勤
勉
に
職
務

に
精
励
し
た
も
の

 
  

  
  
・
村
に
対
し
て
金
員
又
は
物
品
で

10
0
万
円
以
上
の
寄
附
を
し
た
個

人
又
は

20
0
万
円
以
上
の
寄
附
を
し
た
団
体

 
  

  
  
・
上
記
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
功
績
が
あ
る
も
の

 
  
⑧

 体
育
、
文
化
の
向
上
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
も
の

 
  

  
  
・
学
術
又
は
芸
術
に
関
す
る
発
明
、
改
良
、
創
作
等
を
行
い
、
文
化

の
向
上
に
す
ぐ
れ
た
功
績
が
あ
っ
た
も
の
又
は
体
育
、
文
化
事
業

に
15
年
以
上
従
事
し
、
す
ぐ
れ
た
功
績
が
あ
っ
た
も
の

 
  
⑨

 特
に
す
ぐ
れ
た
善
行
又
は
功
績
が
あ
っ
て
表
彰
す
る
こ
と
を
適
当
と

認
め
る
も
の

 
（
３
）
表
彰
の
方
法

 
  
表
彰
状
及
び
記
念
品
を
贈
呈

 
（
４
）
表
彰
の
時
期

 

  
①

 功
労
表
彰

 
  
②

 善
行
表
彰

 
（
３
）
功
労
表
彰
対
象
者

 
  
①

 教
育
の
振
興
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
者

 
  
②

 産
業
の
開
発
振
興
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
者

 
  
③

 保
健
衛
生
の
改
善
向
上
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
者

 
  
④

 公
共
土
木
施
設
の
維
持
改
善
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
者

 
  
⑤

 消
防
、
水
防
、
交
通
安
全
の
業
務
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
者

 
  
⑥

 社
会
福
祉
の
増
進
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
者

 
  
⑦

 地
方
自
治
の
振
興
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
者

 
  
⑧

 体
育
、
文
化
の
向
上
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
者

 
  
⑨

 特
に
功
労
顕
著
と
認
め
ら
れ
る
者

 
（
４
）
善
行
表
彰
対
象
者

 
  
①

 村
の
公
益
の
た
め
金
員
又
は
物
品
の
寄
付
を
し
た
個
人
又
は
団
体

 
  
②

 一
般
住
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
善
行
を
し
た
者

 
  
③

 特
に
善
行
顕
著
と
認
め
ら
れ
る
者

 
（
５
）
そ
の
他

 表
彰

 
  
（
３
）
及
び
（
４
）
に
準
ず
る
功
績
等
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
個
人
又
は

団
体

 
（
６
）
表
彰
の
方
法

 
  
①

 功
労
者
表
彰
及
び
善
行
表
彰

 
表
彰
状
及
び
記
念
品
を
贈
呈

 
  
②

 そ
の
他

 表
彰

 
  

  
  

  
感
謝
状
を
贈
呈

 
（
７
）
表
彰
の
時
期

 
  
そ
の
つ
ど
村
長
が
日
を
定
め
る
。

 
（
８
）
根
拠
法
令

 
  
三
水
村
表
彰
条
例
（
昭
和

62
年

12
月

22
日
条
例
第

15
号
）
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毎
年

1
回
村
長
が
日
を
定
め
る
。

 
（
５
）
根
拠
法
令

 
  
牟
礼
村
表
彰
条
例
（
昭
和

49
年

3
月

22
日
条
例
第

10
号
）

 
  
牟
礼
村
表
彰
条
例
施
行
規
則
（
昭
和

49
年

11
月

1
日
規
則
第

19
号
）
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